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1.はじめに

G. A.リーランドが明治政府の招きに応じて， 1878年9月に来日し，わが国近代体育の創始に

寄与したことは，遍く知られている。しかしながら 3年間の滞在期間中に彼が実欝に担った教育

(体育)活動に関しては，未だ不明な点が数多く残されている。この点を更に深く描り下げて解

明する為には，これまで明らかにされてきた公式文書以外に彼の日記及び書簡等の新たな史料発

掘によって可能になると考えられる。

筆者は幸いにして， 1996年アメリカを訪れた襟，現地アマースト大学問書館において，リーラ

ンドによる一通の滞白書衡と彼の来日中の，積極的な資料収集活動の成果をうら付ける f比較人

体澱定学j11 (Comparative An出ropome句)及び「日本人の人体測定学J2l(}apanese An出ro幽

pome位y)と題する二種類の史料を発見することができた。
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図1 来日後のりーランド博士(当時31識， 1881. 2写す)

本稿では， 1)ーランドが臼本滞在中に，東京府本郷加賀農敷から思姉ヒッチコック博士に宛て

た書簡とその際連史料であるこ通りの人体測定学の史料から白米男女学生及び臼本入学生の比較

表の分析を主要な手がかりとしながら，以下の諸点について検討を試みたい。

1 )リーランドの滞日書簡により，日本における彼の教育(体育)活動の一端を明らかにする。

2 )米国において，人体測定が正式に採用される契機となった1885年アメリカ体育撮興協会の

設立事構を明らかにする。

3 )今回新しく発見された人体測定の資料(1903年)から日米男女学生の身体的諸特徴を捉え

る。

2. リーランド来日後の教育(体育)活動

リーランドの来日後の動きは，凡そ表1に示した通りであるo

明治11年(1878)
7f:118 ・文部雀米包留学生監督自費出種太郎とボストンで包本行きの契約を行う。
16日 ・リーランド日本に向いボストンを出発。

8月31日 ・リーランドのf首会， r新営の件j正式に決定。
(完成は， 11年終りか12年初め頃)

9f:16日 ・リーランド横浜到着。(向日， 8本政府に正式に任用される。)
10月 ・体操伝習所教員を命ぜられる。

248 ・体操伝習所関設を公表する。(文部省布達第五号)

11f:128 ・東京女子師範学校生徒に初めて体操を指導する。
12月4日 ・東京師範学校生徒に体操を指導。

12年(1879)
3月 ・体操伝智所開設される。

・東京邸範学校生徒に， r活力統計検査jを実施する。
4月7日 ・体操伝習所生徒に体操を指導。

4月10日 ・リーランドが，伊沢修二に提出した意見書が「教育雑誌J(文部省発行，第94号)
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に掲載される 0

・体操伝習所生徒に， r活力統計検査Jを実施する。
.長女ジ、ユン生まれる。

・東京師範学校，体操伝習所に f活力統計検査jを実施。
・体操伝習所『新設体操成績報告jを刊行。

・東京大学予備門生徒に，体育の理論と実擦の指導を行う。

-東京外国語学校生徒に体操を指導。

・リーランドの雇用延期を決定。(明治14年7月までとする。)

-送別会を上野公園lこて凋催し，文部勝等が来席する。

.任期満了により離日。

表1 リーランド来日後の教育活動
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明治11年9月6臼リーランドは，サンフランシスコを出発して横浜に到着した。同日付けで臼

本政府に正式に任用されることになる。実際に体操伝習所教員として任務に就いたのは， 10月に

なってからである。同年11月には，東京女子師範学校生徒125名を対象に，来日後初めて体操の

指導を行っている。

f体操伝習所新設体操成績報告j(明治12年9月)によれば，明治12年3月着任後，初の活力

統計検査を東京師範学校生徒を対象にしてすでに実施している。 4月に入り，やや遅れて同校生

徒150名に対して体操の実地指導を行っている。相前後して，同月 7日には，体操伝習所生徒30

名に体操そ指導することになる。

前述の報告書によれば，この年合わせて 2回の測定を実施し，その関の得失増減を一覧表にし

て示した。以後毎学期生徒の体力を測定し， r活力統計比較表」そ作り，その成績を示すことを
決定した。(表2) 

下に引用した表2ri活力統計比較表j3)は，わが匿の学校生徒に対して持われた最初の活力統
計検査の調査報告4)である。

東京師範学校の統計表によれば，生徒の蹄臓量は明治12年3月には，平均106.8立法寸であり

7月には， 112.5立法寸となっておりその増加は，平均5立法寸余りである.

一方体操伝習所生徒の肺臓最は，明治12年 5月には平均109.0立法寸であり 7.F.1には，平均

112.0立法寸となっている。この様な差が生じた理由は，東京師範学校生徒の体育の実施時間が

体操伝習所のそれに比べてはるかに多いことに拠っている。

次に胸菌の増減についてみてみると，師範学校は3月にあっては，平均2尺8寸9分7月にあっ

ては，平均2尺9す2分であり平均3分の増加となっている。また体操伝習所生徒のそれは 5

月には平均 2尺8"13分 7月には平均2尺8寸7分である。従ってここで両者を比較すると，

平均4分の増加が認められている。

師範学校生徒の上管局は 3丹には平均8寸3分 7月には平均8寸4分である。また下管局

は 3月には王子均7"19分 7月には平均8すとなっている。碍者の増減を比較すると，上，下

瞥周共平均一人に付1分余りの増加を示している。

握力に関しては，師範学校生徒の右手握力は 2月には王子均8貫909匁 7月には，平均 9貫

067匁となっており，左手握力は， 2月には平均7貫400匁， 7月には，平均7貫714匁である。従っ

て平均一入に付その右手握力は158匁，左手は314匁の増加となっている。
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表2 濡カ統計比較表

部局

5尺2寸9分 身

5尺3寸 長

5尺2寸8分 指

5尺2寸9分 極

8寸5分 8寸3分

8寸8分 8寸4分

8寸1分 8す2分

8寸2分 8寸

2尺8寸3分 2尺8寸9分 絢

2尺8寸7分 2尺9寸2分 節

109.0立方寸 106.8立方寸 腕

112.0立方寸 112.5立方寸 最

13賞307匁 13寅415匁 体

13賞282匁 13賞285匁 重

8貫246匁 8賓909匁 右
握

9資144匁 9糞067匁 手

6糞861匁 7賞400匁 左
カ

7賓614匁 7貿710匁 手

6度 カ

8度 霊

19年4ヶ月 21年9ヶ月 年齢

24人 79人 人数

体操伝習所 東}j'!.師範学校

(上段明治12年5月) (上段明治12年3月)

(下段明治12年7月) (下段明治12年7月)

一方体操伝習所生徒の右手握力は 5月には平均8貫246匁 7月には平均 9賞144匁である。

左手握力は 5月には平均 6貫861匁 7月には，平均 7寅614匁となっている。その結果右手握

力は，王子均898匁，在手は平均753匁増加していることがわかる。

すでに管周の増加を見，次いで揚力の増加も認められた以上，今回導入された体操は単に体全

体を健康にして精神を活発にするだけに止まらず，体力を高め腕力を増強するために効巣がある

ことを十分に実証している。

更にこの統計表で左右両手握力の最大増加を比較すれば 2校とも在手撮力の増加が遥かに右

手握力を凌いでいる。ここで部範学校の場合を例にとれば，生徒全員の王子均数ではあるが，左手

握力の増加が右手の握力の増加の2倍器度の伸びを示していた。

この理自について考察してみると，本来学生の従事する殆どの活動は，右手を中心に使用され

ていて，左手の筋肉を頻繁に使って鍛練する様な機会には恵まれていなかった。新しい体操は，

こうした事態を脱し，身体の各分を均一に発達させ完全な人物の形成を可能にしたことだった。

また師範学校に比べて体操伝習所の生徒に握力の増加がみられたのは，後者の方が器械の整備が

進み腕力養成の手段に態まれた為であった。

力量の増減については，体操伝習所生捷を対象に測定したところ 5月に在っては王子均6度余

り， 7月に吏つては平均8度余りでその増加は，ほとんど 2度に達している。尚，師範学校では，

器械が未整備の為この澱定は実施されなかった。
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身長及び指極の増減については，体操伝習所生徒の身長は 5月には平均 5尺2寸9分 7月に

は5尺3寸であり平均 1分の増加となっている。また指極は5月には，王子均5尺2寸8分 7月に

は 5尺2寸9分となっており平均 1分の増加が認められる。

僅か 3ヶ月で身長が9分，指様が8分増加したことは住目に倍する。これは平常肢体を曲折す

る習慣によって発育を訪げている者が，体操によって一設と身体の開発，伸長を促した結巣によ

るものである。

体重の減少については，師範学校生徒の体重は 3月には乎均13賞415匁 7月には平均13貫

285匁であってその減少は，平均130匁となっている。体操伝習所生徒の体重は， 5 folには平均13

糞307匁 7月には平均13賞282匁でありその減少は平均25匁である。

この様に 2校とも体重の減少がみられたのは，第一の原因に，食物の性質(肉類と米穀・野菜

類のエネルギー化)による理由と，第ニの原因として脂肪の燃焼による理由が考えられると見倣

している。

一方女子生徒の測定結巣5)は，この報告書で見つけることはできなかった。東京女子師範学校

の体操は，一番最初に実施されているが，生徒の身体を健全にし，病気を減少させたことは，当

校の摂理(校長:筆者注)中村君や他の諸君が証言していることからも明らかである。女子の体

操法は自ずから男子とは目的を別にしている為に，一般の活力統計法に従ってその適不適を譲べ

ることは，適当ではない。その様な理出で，後日改めて詳しく報告する予定であることを述べて

いる。

従って当初，東京女子師範学校では，体操伝習所，東京師範学校と並行して活力検査の実施を

予定していたが，上に述べた理由によってこの時点では，実施されなかった事実が判明した。

以上この報告書では，当時の体育がどの様に把握されていたか，体育実施の効果が実際にどん

な形で表われたか等の非常に興味深い内容が報告されていた。

肖，参考までに表3Iこは，体操伝習所第一期生を対象に実施された「活力統計比較表J(明治
12年10月，同14年2月実施)6)を掲載しておいた。

また来日後， 1)ーランドが，体操伝習所主幹伊沢修二に宛て提出した意見書が文部省発行の「教

育雑誌J(第94号)に掲載された。この内容は，米関アマースト大学において実施されている「ヒッ

チコック体育の全貌をわが罷に伝えわが国情，民俗を賢明に洞察しながら，体育運動の科学性と

教育性を強調し，日本の近代学校体育に方向を与えるJ)ための明確な指針となっていった。

明治13年9月日本政府は，リーランドの当初の顧問期間 2年を改め更に一年間の雇用延長を決

定した。その後更に開年東京大学と大学予備門の学生200名器を対象に体操指導の範囲を拡げて

いった。

しかしこれらの学校では，参加する学生自体も年齢的(18-27才)には，相当な開きがあり，

必ずしもアマースト方式に見られたような強制法を伴った方法が採られておらず，彼等のゆには，

すでに成長のピークを過ぎているため運動による効果そのものを否定し，健康を維持するための

運動の重要性を無視した態度が窺えた。

この障の経緯については， 1885年「周期季刊紙J(Class ChronicIes ) 8)にリーランド自身が寄

稿している様に， r三年間に割り当てられた仕事のうち着手したものは，半分にもみたなかった。J
そうした最も大きな理由は， r1200名の学生を持つ医学部(東京大学:筆者注)と約500名の学生

を持つ学習院に，この極めて重要な教育の部門(体育:間住)を採用する準備が出来ていなかっ
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が目立ったことが一番の理由であると指摘した。
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リーランドからとッチコック博士宛ての書簡(1880年8月3日付書簡)9) 

アマースト大学所蔵のリーランド関係史料の中で，彼が日本に着任後，教育(体育)活動の一

端を態師ヒッチコック博士に宛て報告した一点限りの書簡である。

A4版，歌文横書き 4枚，当時お麗い外国人教師であったリーランドの楢舎にあてられてい

た東京府本郷加賀屋敷17番地から彼の愚師である米国マサチューセッツ州アマース卜在住のヒッ

チコック博士に宛てて送ったものである。

この書簡の内容は，家族の健康. Summer plans .近況報告(陪年6月15日 長女ジュン誕生). 

現在取り組んでいる統計学のデータについて，今後の滞在予定を巡る開題，アメリカから送られ

た衛生関係の報告書の利・活用について，臼米の習慣の違い. Servant troubleなどについて触れ

ている。

ここでは，以下の点について書簡の内容に即して，取り上げていく。

1 )日本人女性の身体概定資料の収集

2 )アメリカ教育(体育)情報の受容

3 )リーランドの眼に映った明治日本(明治政府の対応，嵐俗・習慣について)

3. 
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題3 リーランドからヒッチコックに宛てた書鱒(1880.8. 3 ) 

1)日本人女性の身体測定資料の収集

リーランドが日本で生活を始めて早くも 2年が経過した。自らの体験から特に暑い夏の過ごし

方は，家の中で、静かにして過ごすのが一番挟適であるとの結論を得ていた。そこでこの夏の暑い

時期を利用して新たに「統計学J(人体測定学:筆者注)の勉強を始めることにした。その手始
めとして，彼自らが収集した日本人女性のデータについて述べ，

f手許に非常によくできた何人かの女性の統計資料を持っていますが，残念ながら数は少

ないです。 174人分の新しい名前しか持っていませんが，いずれの年齢についても人数が少

なすぎて現実的な価値は無いと患います。しかし，次の者について，御自身で判断して下さ

い。J

として以下の様な具体的な統計資料を挙げている。

認識… 2名 16歳・・・20名 20灘… 5名 24歳・・・1名

13…… 7 17・・・・・・33 21…… 5 

14・・・・・・22 18・・・・・・15 22…… 3 

15・・・・・・44 19・・・・・・13 23…… 3 

加えて，当時の日本人の年齢に対する陵昧さを次の様に指摘している。
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「彼女たちの年齢については，確かではありません。日本人は変わっています。数ヶ月し

か経っていないのに数年も歳を増やして申告する人もいます。私には，正確な年齢を判断す

ることは出来ません。従って，これらの人物を公表する場合には，こうした説明を加えて，

外観から判断した年齢を当てはめるより仕方ないでしょう。j

結巣的には，公表されたデータを見る擦，白日申告通りでは誤りが生じるため，こうした傾向

を踏まえて年齢の簡所を判断する必要があることを申し添えている。

2)アメリカ教育(体育)情報の受容

アメリカから送付された農場の衛生状態に関する詳しい報告書を受取り，大変興味を持って

じっくり読むことができた。この報告書は，いずれきちんとした形でその利用方法を考えている。

また H.L.&C (ヒッチコック，リーランド・研究会:筆者注)の報告審も今から大いに期待を

していて，それが披の手元に一日も阜く送り届けられるのを待ち望んでいる心境を率誼に述べて

いる。

書簡の中では，

rH. L. &Cカード*については，私に伺が出来るか考えてみます。あの 6ヶ闘すべての

リストは，すべて日本人のもので，背景は常に日本人になっているι思います。自の色は茶
色で，髪の色は黒です。見分けるのは，難しくないと思います。職業コラムもまた，満足で、

きる情報を殆ど提供してくれないでしょう。と言うのも，日本人の翌慣は，我々のものとは

異なるからです。大工たちは，腰掛けて，患と爪先で万力を使っています。鉄工職人たちも

腰掛けて，左足の指でふいごを働かせています。金床は，地面からせいぜい 8-10インチの

高さです。すべての冨において，彼等は非常に異なっているので，職業が大工，鉄工職人等々

になっていても，本国の人々は彼等の職業の内容については殆ど想像できないでしょう。肺

活量が低下していないことに，少々驚いています。この簡題については，貴方からもっと教

えて顎くと劫かります。J

*H. L. &Cカードは，悶籍，身体の特徴(呂・髪の色)，職業コラム，身体測定のデータ

について調査を行う為に作成された票。

あまりにも違い過ぎる本国アメリカとの職業習慣や労働形態に大きな戸惑いを感じている様子

が窺える。そんな状態にもかかわらず，彼等の肺活震が様端に低下していないことに非常な関心

を寄せている。この原国究明のためにヒッチコック先生から適切なアドバイスを熱望していたこ

とがわかる。

3) リーランドの掘に映った明治日本

a.明治政府の対応

彼がこれまでアメリカ社会でほとんど経験したことがなかった日本人の…風変わった人聞のぐ

ずぐずしたやり方を批判して，
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「彼等(文部省役人)が最初からヤンキーと一緒に仕事をする事を考えていれば，私はそれ

を2年の契約期間内に仕上げることが出来たでしょうJ

この様な方針のはっきしない対応の結巣として，

「当地に1881年7月まで，もう 1年間滞症する予定です。彼等は，私をそれ以上に必要と

しないでしょうJ
(体操伝習所訓導米関人 ジョージ・エ・リーランド儀，客月五日麗満期ノ処同人ハ該所

必須ノ教員二付，同六臼ヨリ来ル 明治十四年七月三十一日マテ向十ヶ月二十五日間，月給

貿易一円銀二百五十円ヲ以継雇候条此旨上申候t柱。)明治13年10丹28付，文部騨河野敏鎌

から太政大臣三条実美宛上申書

と述べて，明治政府の近代体育導入に対する明確な方針を持たない優柔不断な態度に，業を煮

やしている様子がこの文面から読み取れる。

b.嵐俗・晋慢について

審簡は，最後にわが国の風俗・習慣に及び白本の婚姻や離婚に関する法律の相違を日本の家庭

内で実際に起こったエピソードを交えて取りよげ，夫婦潤の在り方について実に詳縮にレポート

を行っている。

rs本では，婚掘と離婚に関する法律は大変ルーズになっています。 1ヶ月かもう少し前
に，コックが8年前に結婚した彼の妻にやきもちを焼いたのです。彼等には子供がありませ

ん。ある晩，私の妻に仕えて赤ん坊の世話をしている彼の妻が，兄の所に行きたいので許可

して欲しいと言ってきたのです。喪の10時には，必ず帰ると約束しました。ところが，彼女

が出かけようとしている丁度その時に，家で5人の仲間と酒を欽んでいた彼女の夫のコック

が，激怒しながら飛び出してきたのです。彼よりは酔いが回っていない 2人の男が彼を連れ

戻そうとしているのが見えました。それから，彼女は不実な妻で2人の男と逃げ出そうとし

ている，と言っているのが関こえてきました。被は，剣を手にして駆け出してきて，今にも

男たちに切りかかろうとしました。

その後，彼女はもう帰ってこない，夫の彼が妻を追い出した，という話しになりました。

彼は，妻が彼と彼女の衣類，そして煙車のストックのすべてを持ち逃げした，と話しました。

彼女は 2日後に帰ってきて，自に一杯涙を浮かべて，非難のすべてを苔定しました。話し

が色々と矛窟し，また，コックが霞ぐに別の妻をもらうつもりだと替ったりするので，彼ら

を解雇し，新たにお手伝いを麗いました。J

来日当初は，お手伝いに対して全幅の信頼を置いていたが，家庭内での相次ぐ不幸な出来事の

連続にすっかり閤惑した事情を訴えている。

「当地に初めてやってきた時は，日本ほどお手伝いさんが良いところはないと患いました。

しかし，最初の者は100ドルを着服したので辞めさせました。そして。今回の者は殺人の汚
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名を着せられました。お陰で，お手伝いさんに対する我々の印象は以前ほど良くはありませ

ん。J

4.人体測定学(Anthropometry )の導入

リーランドの書衝と同様に，アマースト大学に所蔵されている「比較人体部定学J( Comparative 

Anthropometry )及び f日本人の人体測定学J(Japanese Anthropometry )と題する史料は，

1903年アマースト大学卒業式の際，リーランド賞の展示品として諌列された資料の一部であった。

前者の内容は 1枚呂まえがきの部分で人体測定が実施されている日本とアメリカの実験校を

取り上げ，その実態を錆単に説明している。 1885年アメリカ体育振興協会の設立を，この方法が

全米で採用されることになった契機として捉えられている。最後にここで提示した統計資料につ

いて触れ，資料を見る際の留意事項を明確に示している。

2枚目からは，整理された以下の様な統計資料が添付されている。

表4 Measurements of College --Men. (Amherst， Japan， WiIliston) 

表5 Measurements of College --Women. (Mt. Holyoke， Japan， Smith) 

一方後者の内容は，リーランドが来日中に収集した統計資料であって， 13-25才までの男子学

生を対象に測定を実施したものであった。

表6 Japanese Anthropome杖y.

この館所では，まず1903年版「パンフレットjの記述に見られた様に「人体測定Jが導入され

る画期となった， 1) 1885年に設立されたアメリカ体育振興協会の動きを中心に， 19世紀後半の

アメリカ体育界の動向を概観する。その結果全米の体育のモデルとして採用が決定したアマース

ト方式にそって， 2)測定された白米男女学生及び日本入学生の比較資料である上記の表4-6

を，手がかりに，この当時の日米学生の身体的諸特徴を把握することを主なねらいとしている。
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1)アメリカ体育振興協会の設立(1885若手11月)10)一一人体調定の探用と体操体系の統合

ここでは，まずはじめに19世紀後半のアメリカ体育界の動きを捉えておく。この時期のアメリ

カの体育は，その体系や実施形態が多穣多様に存在した。このいろいろな体系は，ヨーロッパか

ら伝わったものや，アメリカで創られたもので，前の国家主義台頭期に重視された健康増進がそ

のまま目的となっていた。

この時期に現われた体育は，凡そ以下の様な産分が可能である。

1.初期のドイツ体操の系譜(C.ペック， C.フォーレン， F.リーパー， C. E.ピーチャー，

D.ルイス)
盟民偲々人の能力を増進させると向時に，平時，戦時の別なく非常事態に十分に応じること

ができる様によく訓練された市民を鴎家に提供しようとすることを巨的としていた。学校にお

けるカリキュラムの一部としての身体運動は，運動それ自体のためでも，体操家養成のためで

もなく，生徒自身の身体を健康で，強く，機敏にさせるために修めるべきものであって，これ

を病気を治療したり，軽い挟患や不具を治す一般的な処方としては捉えていなかった。

2.南北戦争後のドイツ体操の系譜

3. スウェーデン体操の系譜(H.ニッセン， B. N.ポッセ， E. H.ハートウェル)

この体操をアメリ:カの学校に伝えた最初の一人であるポッセは，体育は単に健康だけでなく

技術の獲得，部ち持制，aJ象，表現を正しく行うための注意力の教育に役立っている。…正常

な活動にある自然さを助長し，異常な方向への発展を妨げるためにいろいろな運動が選ばれた。

体操運動の儲植は，身体に及ぼしたその効果とそれを行う際の簡潔さと美しさが決定すると述

べている。

4.アメリカ体操の系譜(E.ヒッチコック， D.A.サージェント， R.J.ロパーツへL.H.ギュー

リック* J. H.マツカーデイ*)* YMCAの体系もここに含めて分類をした。
サージェントは，身体言11練に 4つの目的(衛生的，教育的，休醤的，治療的)を挙げて説明

した。特に1883年に著わした論文で，筋肉を運動させる毘的は，身体の健康や美を求めること

だけでなく，病的な精神状態を中断し，意気消沈の培い影を追い払い，明朗な精神を確保する

ことである。と述べ，運動競技を管理調整することについては，教育的見地からみて，全ての

筋肉活動の目的は，行儀をよくし，人格を高めることであるとしている。彼は，体育の根本目

的と最高の理想は，個人を体格や機能の点で改良することであるとしていた。

またキリスト教青年会 (YMCA)の様に独自の体系を考案し，他のいかなる体系にも深く依

存することがないものもみられた。ここで、は，体育はオーJレラウンドな入間の育成に役立つこ

とであり，この様な人間は，健康で強く，平均して発達し，よく習11練された身体と，強酉で，

よく平均がとれ，訓練された精神を持った人聞が呂指された。

これまでにアマースト大学ヒッチコックによって実践されていた数多くの鍾れた体育活動や彼

に体育教師として教授資格を与えた同大学の前例は， 1879年サージェントがハーバード大学でそ

の職を得，新しく完成したへミンウェ一体育館長となって活動を開始するまでは，多くの関心と

支持を得る対象には程遠い仔症であった。

彼は以来40年間，教員養成，競技，カリキュラム，テスト及び測定，体育館及びその施設等体

育の多くの問題に隠わって深い影響を与えてきた。

アメリカで体育が多くの大学の科邑のーっとして置かれたのは，ちょうどこの時期であった。
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いくつかの大学ではハーバード大学に倣って体育館を建て，指導者を雇った。大学体育の初期の

指導者たちのほとんどは医者であった。当時は身体的欠陥を矯正することが重視されていたため

であり，衛生と体育の聞に管理上の結び付きができたためである。また体育は歴史，音楽，文学，

心理学，美術，経済学等と並んで新しく設けられた科目として，大学のカリキュラムの一つに加

えられた。

問時に，体育は多くの公立学校にも受け入れられ，カリキュラムの中に穣閤たる位置を占めた。

この様な重要な出来事は，主にドイツ体操連盟に負うところが大きかった。 1880年に開催された

全盟ドイツ体操連盟会議で， ドイツ体操家たちは公立学校の体育の必修化を主張した。同様の決

議が，セント・ jレ4スの体操家ラスマンに示唆されて1887年に開催された体育振興協会でもなさ

れた。

ドイツ体操連盟の多くの指導者たちは，公立学校に対して奉仕を申し出た。中には，そこでの

活動が認められそのまま指導者として残る者も現われた。その結果，彼等は教科課程を発展させ，

体育やゲームに関する数多くの著蓄を著わした。

1885年以降の公立学校では， ドイツ体操の競争相手としてリングのスウェーデン体操が徐々に

登場し始めた。

この当時の公立学校は，大学の課程内容からあまり影響を受けなかった。そのためヒッチコッ

クの業績や思想は，単にアマースト大学にのみ影響を与えたに過ぎず，サージェントもその原理

を公立学校に適用しようとはしなかった。ただ多くの女子大学では，サージェン卜の原理が採用

された。一般に大学では，スウェーデン体操とドイツ体操が平行して行われていた。

公立学校における体育への関心の高まりは，ついには，体育に関する州法の成立に結び付いて

行った。 1866年のカリフォルニア州の f体育法j成立を始めとして， 1890年代には急速に各州に

広まって行った。

またちょうどこの頃アメリカで最初の体育の専門組織である体育振興協会の設立11)がみられ

た。 1885年11月27日ニューヨークのブルックリンにおいて，アデjレフィ学院の体育教師W.G.

アンダーソン12)の呼びかけに応じて， 60名の参加者が集った。メンバーの中には，大学教師，

アカデミー教師， YMCAの指導員，牧師，弁護士，その他さまざまなグループに所属する人々

がみられた。

この内49名の男女が会員となり，アマースト大学のヒッチコックが初代会長に，同じく副会長

にハーバード大学のサージェン卜が選出された。最初の15年間の会議は，人体測定と多様な体操

に関する理念・実践上の論争(日副leof System )に終始した。この会議では，人体測定に基づ

く体育の科学的な管理運営の意義を確認する方向性が打ち出された。ドイツ体操に関する主張が，

最も主流を占めたことになる。ヒッチコックは会議の席上，アマースト大学での25年間に及ぶ人

体澱定の実証的な統計資料に基づいた体育の在り方を大いに力説した。

アマースト大学関係書誌13)の rPhysical Education Jの項邑によれば， 1863年に最初の「身体
計測Jの報告書が出されて以来1904年までこの報告書は，継続して出版されている。この中で身

体浪.IJ定に関する総件数は約56点挙げられるが，この内 rVita1 Statistics Jと表記されているもの
が13点， r Physical Measurement Jで表わされているものが19点，そして rAnthropometry Jの
表記がみられるものが24点となっている。そこで各々使用されている時期についての特徴をみて

みると，凡そ次の様である。アマースト大学では，体育学科創設以来当分の潤(1863-79年)は，
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rVi凶 StatisticsJを主に使用していた。明治12年初めてわが聞に「活力統計検査jが実施され
るが，まさにこの語源こそがそれに由来していた。 1888年を最後にこの用語は姿を消している。

次に rPhysical Measurement Jが登場して来るのは，主として1880年以降の動きにおいてであ

る。パンフレットの表記にもみられる rAnthropometry Jは， 1876年と比較的早い持期から使用

されており， 1887年からは全米でこの測定方法が認知されたこともあって頻繁に使用されている

ことを窺わせている。この間の使用頼度を比較してみても rPhysical Measurement J ( 12回)に

比べ rAnthropometry J (21回)が圧倒的に多く使用されていたことが指摘されよう。

1885年からの約15年間は，まさに人体測定の全盛時代であった。サージェントの考案した測定

表はアメリカ体脊振興協会によって採用され，多くの大学や学校で活用された。例えば，シーパー

はエール大学で2700名の学生，ウッドはウェルズレ一大学で1500名，ハンナはオペリン大学で

1600名，クラップはネプラスカ大学で女子1500名について測定し，図表を作成した。更に灘定へ

の関心は，公立学校へと広がって行った。

人体測定法を最初に取り入れた人物は，アマースト大学のとッチコックであった。彼は各

学年の年齢，体重，身長，指極，胸囲，腕活嚢，筋力をその在学中に測定した。ヒッチコッ

クが採用したこの方法は，主に解剖学，生理学に基づき，学生たちが毎年比較すれば，発達

の程度を知ることができた。

ハーバード大学のサージェントによる方法は， 40以上の縮部にわたる人体浪.IJ定法を作成し

たが，その項自には恥骨および上縁高，肘および足の甲の周囲，肩からBすまでの長さなどが

含まれていた。彼もまたイギリスのマクラーレンの研究の影響を強く受けた一人であった。

彼は，盛んに測定に対する一般の関心を深めることに努力し，また講和がとれて発達した

人閣の典型的な，かっ完全な釣合いを決定しようとした。

1886年には， r測定と検査の方法jに関するハンドブック14)を出版した。
ヒツチコックの雷15)によれば，その第一人者としての業績は人類学者(ハーバード大学

出身)W.T.ブリガムの存在を挙げている。彼は， 1865年太平洋を多くの中国人と渡った時，

人体測定に興味を持ち始め，これらの人々の身長と体格の相違を観察し，体のすみずみまで

測って筋肉の発達の変化を見る一連の澱定法をこの時点で既に考案していたことがわかる。

これ以外にも1889年に，ボストンで“身体鍛練のための会議"(Conference in the Interest of 

Physical Tr初出g)が開催され，スウェーデン体操とドイツ体操，そしてアメリカ体操を加えて

統合が検討された。このことは体育振興協会の発足以来， ドイツ体操とアメリカ体操を中心に展

開してきた統合化に対して，新たな段階への発展を意味するものであった。A.ホーマンスが，

M.へミンウェ一女史16)の支援によってボストン締範学校(スウェーデン式体操による)を調設

したのもその一つの現われであった。

またこの会議で指導的立場にあった D.A.サージェントは，体育の統合化について， rアメリ
カの最も必要とする体育は，ヨーロッパ諸国民が行って試みているその適切な組み合わせである。

邸ちドイツ(体操場)，イギリス(スポーツ)，フランス(キャリセニクス)，スウェーデン(自

自な運動)など全てを調整し系統づけ，我々の特別な必要性や諸制度を適用するj17lと述べてい

る。
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こうしたとらえ方は，新しいアメリカ的感覚を持ってこの問題に対処しようとする積極的な姿

勢を窺わせるものであった。

以上みてきた様に， 19世紀末のアメリカ体育は二つの歴史的出来事を通して体育の統合化が計

られることになった。特に体育振興協会の設立がもたらした意義は，人体測定の実施を全米規模

に拡大しその採用を決定づけた点にある。

アマースト大学では，ヒッチコックによって， 1860年の体育学科創設以来この測定が実施され

ていたが，近隣の狭い範到に限定されたものであった。全米で注目を浴びるようになるまでには，

凡そ四半世紀の年月を必要とした。広く全米の大学から受け入れられるためには， iJllJ定項目を増

やし，学生が簡単に悶年向性の他人と比較できる方法で，しかも何よりも強制を伴わないやり方

が求められた。

今回見つかった1903年販の日米男女学生の「人体浪.IJ定j比較表は，全米でこの方法が盛んにな

りつつあった時期に作成された資料であったといえる。

2)日米男女学生の人体測定の辻鞍

1903年に提出されたパンフレットのまえがきの部分には，日本関係の資料の典拠について触れ，

「明治政府の招きに応じて来日し体育の指導に当っているリーランド博士と坪井玄道両氏の努力

により，当時のわが閣の官立学校及び諸学校において，数多くの若い男女・各年齢層を対象に測

定して得られた豊富な資料を所有している。これら大量の資料を持っていることは，人体測定学

の研究をより一躍発展させることに大いに役立つと考えている。

アマースト大学では，同じ条件のもとに，同じ方法で測定されているこのアジア(日本:筆者
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注)のデータと，アメリカのいくつかの大学から得られた測定値とを一緒に配列し，再考を比較・

検討することを可能にした。J18)

アメリカの女子学生を対象に実施した身体測定の事例は，以下の二校にみることができる。

「マウント・ホリヨーク大学では，このレポート作成のために，数年間をかけてきちんと

整理された資料を準備した。これらの資料は，現在マサチューセッツ州南ハドレーの同大学

で，体育を担当しているネリィ A.スポレによって主導された。

間様にマサチューセッツ州ノーザンフトンのスミス大学でも体育担当教舗センダ・ベレン

ソン*によって，こうした身体制定が実施されていた。J") 

*ボストン体操師範学校卒業，女子バスケットボールの創始者。ネイスミスの学校があっ

たスプリングフィールドから15マイルしか離れていないノーザンプトンのスミス・カレッ

ジで開始された。彼女は，若い女性も行えるようにバスケットボールのルール(ベレンソ

ンはコートを 3つのゾーンに分け，それぞれのゾーンに各チーム 2人ずつが入ることにし

た。選手は自分のゾーンから出てはならず，ドリプルや激しいディフェンスも禁じられた。)

に変更を加えた。当初は学内スポーツとして行われ 4年生が2年生の 3年生が1年生

のコーチを務めた。その後女子のバスケットボールは，男子とほとんど向じ早さで普及し

た。 1896年4月4日スタンフォード大学対カリフォルニア大学との障で，女子による最初

の大学対抗試合が行われた。

一方男子学生を対象に実施された事例は，マサチューセッツ州イーストハンプトンのウィ

ルストン・セミナリーにおいて，みることができる。 f同校教部A.w.クラークは，この男
子校において，青少年のすばらしい大量の測定値を確保した。

アマース卜大学は，過去数年間に渡って同じ穏類の身体測定の一覧表を翻刻することに

よって，アメリカの柚の学校の不足分を補う役割りを果たした。Jグ)

尚ここで取り上げた全てのデータは，同じ手段と方法で確保されたものであることを特に

強調している。

f1885年ニューヨークのブルックリンで開催されたアメリカ体育振興協会の年次会議にお
いて，人体測定に基づく体育の科学的なシステムは，アマース卜方式を基礎として採用され

ることになったoJ") 

資料として付された 2枚の測定表(表4，5)には次の様な注釈が見られる。

「表の中で，葉大な日本入学生の数字が示されているが，特に体重，身長，胸顕の項目だ

けが正しい数値を示している。他の項自については，リーランド博士の数値のみが利用され

ているが，結果的には，彼の努力にもかかわらず比較に耐え得るような数が集まらなかった。

日本の結果についてのこれらの項目が遅れた為にいくつかの食い違いが最後の一覧表の中

に明らかに生じてきた。それはB米関の避けられない時鴎と距離により訂正することができ

ないoJ") 

資料の表6には， r日本人の人体測定学Jと題するタイトjレに続けて，次の様な解説が付けら
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れている。

(日本)東京の諸学校における日本人学生443名の身体測定

一74年度卒業G.A. 1)ーランド博士，体操{云習所監督
そして資料の下段には，本資料の由来について以下の様に説明をしている。

r1878年日本政府は，アマースト大学シー 1)ー学長に適任者を推薦，派遣して東京の学校

に体脊のアマースト方式を制定するために少なくとも3年間滞在することを依頼した。

アマースト大学74年度卒業のクラス・キャプテン，ジョージA.リーランド博士がその役

割を担った。リーランドの努力の結果として，私たちは官立学校及び諸学校で採られた測定

一覧表の印刷を許可されている。

その仕事と結果は，アマースト大学で活用されているのと凋じ方法と手段で達成され

る。j19)

これらの表は， 1903年アマースト大学の卒業式の期障を利用して，プラット体育館にリーラン

ド賞*の展示品として，陳列されたものであって，これらは，人体測定学の研究として一般の人々

に公開された。

*リーランドは，母校を卒業後も体操に対する関心を持ち続け，体操に秀でた者に毎年費金を

提供することを大学に申し出て，賞金を受ける儲僚があると判断されたクラスに授与される

ようにした。この賞は，アマースト大学の学長が十年前に競技に肩を入れ，体操のコースを

廃止するまで，約四十年簡に亙って与えられてきた。

これらのことから，全米の大学及び諸学校で人体調~定が導入され始める約7年前に，わが関で

はすでにアマースト方式の身体測定を実施しその効果を実験していたことになる。 19世紀半ば，

アメリカの一地方大学で考案されたこの科学的な測定法に基づく体育にいち早く注目をし，直ち

にその導入に踏み切った明治政府の際係者の先見性と先取性は高く評価されてよい。
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*w温iston...secUI宅dby Mr. A W. Clarke 
We主ght Height Finger Chest. U.RtA'm U.LtλA'm U.RtA'm U.LtA'm Right Left Lung Body 

Ye釘宮. Reach. Exp'd. Norm'l Cont'd. Cont'd. Cont'd. Grip. Grヤ. Cap'ty L迂t. N'mb'r 

Kilos. 百1.m. m.m. m.m. m.m. 百1.m. m.m. 立しm. m.m. m.m. Kilos. K証os. Cub.In Units. 

Amherst 58.87 1716 1781 897 858 279 250 240 35.0 34.0 239 8.0 70 

16 Japan 45.42 1552 1581 765 752 718 239 233 36.0 33.0 153 3.9 150 

Williston 51.60 1684 1736 865 813 244 240 35.0 29.6 183 7.0 26 

Amherst 59.22 1725 1780 886 857 282 250 242 37.4 38.0 245 8.2 326 

17 Japan 47.90 1578 1575 787 760 724 245 236 35.0 31.0 160 4.5 131 

Williston 61.70 1720 1768 900 862 261 255 39.0 32.0 220 7.0 26 

Amherst 61.00 1733 1791 917 867 290 255 248 39.3 36.1 251 7.1 735 

18 Japan 50.01 1611 1593 801 773 742 250 239 37.0 33.0 170 4.6 236 

Williston 60.10 1718 1783 906 859 257 252 39.0 36.0 221 7.2 24 

Amherst 61.59 1733 1787 926 882 296 258 252 41.2 34.0 251 8.8 988 

19 Jap間 53.67 1609 1605 804 769 699 248 239 36.0 32.0 170 4.6 560 

Williston 60.20 1739 1777 920 870 264 259 39.0 35.0 222 7.0 25 

Amherst 63.00 1731 1787 929 889 300 263 257 42.2 38.5 258 9.6 888 

20 ゐpan 52.59 1607 1614 807 776 748 245 220 35.0 31.0 178 4.7 971 
W滋iston 61.20 1695 1749 916 873 262 258 42.0 28.0 226 10.0 10 
Amherst 63.97 1731 1792 941 901 305 266 259 43.3 39.3 260 9.9 824 

21 Japan 53.15 1619 1618 805 793 715 254 239 35.0 29.0 175 4.3 1293 
Williston 64.00 1729 1797 940 892 268 259 43.9 39.0 237 8.0 11 
Amherst 64.15 1732 1783 949 909 308 262 256 44明9 39.2 265 9.6 434 

22 Japan 53.08 1613 1599 801 787 760 254 237 38.0 34.0 172 5.2 1491 
Williston 64.30 1729 1787 947 894 266 259 40.0 36.0 235 9.0 9 
Amherst 63.02 1731 1788 944 899 300 262 258 44.3 40.6 263 10.2 296 

23 ゐp田 54.86 1598 1599 812 787 757 245 233 31.0 27.0 167 5.5 1317 
Wiおston

Amherst 65.47 1732 1791 959 915 310 270 258 44.4 40.0 267 9.4 155 

24 Japan 52.72 1610 1624 812 802 766 263 248 37.0 33.0 198 6.5 1233 
Williston 

Amherst 65.08 1733 1781 957 917 311 270 265 43.5 39.5 267 9.8 100 

25 Japan 52.31 1613 1660 797 799 772 254 246 36.0 28.0 192 941 
Williston 

MEASUREMENTS OF COししEGE-・幽-Men.表4



MEASUREMENTS OF COししEGE--Women. 

*Mt. Holyo主…securモdby Miss. Nellie A Sporモ
Smith...……secu陀 dby Miss. Senda Berenson 

表5

u
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・

p
q
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w
v
τ
S議
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掛
強

司、。

Weight He耳ght Finger Chest. U.RtA'm U.Lt.A'm U.RtA'm U.LtA'm Right Left Lung Body 

Years. Reach. Exp'd. Norm'l Cont'd. Cont'd. Cont'd. Grヤ. Grip. Cap'ty uft. N'mb'r 

K百os. m.m. 百l.m. m.m. m.m. m.m. m.誼1. m.m. m.m. m.到し K立os. Kilos. Cub.In じ担its.

Mt. Holyoke 52.4 1605 809 758 715 253 248 229 224 28.0 25.0 155.0 24 

16 Japan 42.2 1471 1479 689 22.4 19.0 123.8 88 

Smith 57.3 1637 847 798 266 259 26.4 23.7 192.1 20 

Mt. Holyoke 53.3 1608 814 764 717 257 252 235 233 28.7 25.5 160.7 118 

17 Japan 44.8 1479 1478 829 713 22.1 17.7 124.1 105 

Smith 54.6 1621 781 261 256 26.8 24.8 167.5 192 

Mt. Holyoke 53.5 1605 817 770 720 260 254 238 234 29.6 26.4 160.1 327 

18 Japan 46.0 1471 1473 828 722 23.2 22.2 125.4 74 

Smith 53.5 1612 779 257 252 24.8 22.3 167.2 384 

Mt. Ho¥yoke 53.3 1609 817 769 722 260 254 239 235 29.9 26.5 160.2 256 

19 Japan 46.1 1473 1465 828 729 2l.2 18.7 120.5 76 

Smith 53.9 1608 778 259 254 24.7 22.0 164.0 240 

Mt. Holyoke 53.8 1605 819 772 722 263 257 241 236 30.0 27.1 160.2 148 

20 Japan 49.0 1489 1445 832 744 26.5 25.5 142.2 74 

Smith 53.1 1617 780 259 253 24.7 22.7 164.8 120 

Mt. Holyoke 53.9 1608 819 772 722 266 260 242 237 30.3 26.9 159.2 80 

21 ゐpan 48.8 1484 1460 817 754 137.0 56 

Smith 52.9 1601 770 253 246 25.5 22.1 163.4 48 

Mt. Holyoke 52.7 1608 813 767 722 257 252 235 230 29.8 26.2 160.8 47 

22 Japan 45.7 1484 1477 744 22.0 20.0 144.0 59 

Smith 

Mt. Holyoke 

23 ゐpan 45.4 1484 1501 732 30.0 28.0 36 

Smith 

Mt. Holyoke 

24 Jap朗 47.4 1473 1571 787 26.0 20.0 28 

Smith 
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0 表6 JAPANESE ANTHROPOMETRY 

Physical measu陀 mentsof 443 Japanese students in the Different Schoo¥s of Tokio， Japan. 
Taken by DR. G. A LELAND， A C. '74， Physical D訟をctorof the Taiso Den Shiu Jio. 

崎
町
城
山
官
時
明
お
糊
刷

抽
調
叶
∞
山
岨

Age Weight Height Finger 仁A1est. Arm. Grip. Body Lung 
Years. Items. No. Reach. Exp'y. Cont'd. Norm'J Right与 I.efι Rightλ I.efι Iぷt. Cap'句r.

Y四.Mos. K珪08. m~m. m.ffi. m.m. m.m. ロ1.認し m.m. ffi.m. K誼05. Kilos. T:註nes. Cub. In. 
Average 13.10 37.0 1448 1457 733 651 672 193 206 24 20 1 114 

13 Maxima 2 13.11 39.5 1475 1463 763 672 696 206 218 28 22 2 116 
Minima 13.9 36.4 1427 1451 705 630 651 189 215 20 19 O 113 
Average 14.6 43.5 1511 1515 705 684 718 221 218 38 26 2.5 134 

14 乱~ax並1a 18 14.11 55‘6 1642 1654 763 781 802 251 257 46 40 9.0 190 
Min泊施 14.0 29.7 1321 1354 688 618 651 181 193 13 14 0.0 69 
Average 15.5 42.6 1521 1508 742 678 709 221 218 27 25 2.5 133 

15 Max加1a 27 15.10 57.3 1675 1690 833 772 802 284 263 50 55 10‘O 197 
Minima 15‘O 28.3 1327 1333 672 599 721 169 177 12 12 0.0 87 
Average 16.8 47.4 1572 1581 790 718 752. 239 233 36 33 3.9 153 

16 Maxおna 44 16.11 58.8 1603 1693 887 732 869 284 272 51 57 12.0 227 
Minima 16.0 36.6 1481 1453 702 627 651 196 201 25 23 0.0 100 
Average 17.5 48.3 1578 1575 802 724 760 245 236 

355 3 
31 4.5 160 

17 Max田1a 57 17.11 57.4 1769 1781 887 787 848 287 274 45 12.0 229 
Minima 17.0 34.0 1469 1448 733 705 696 196 209 26 18 0.0 100 
Average 18.4 49.9 1630 1593 。 742 709 250 239 37 33 4.6 170 

18 M眠 nna 77 18.11 60.9 1681 1745 243 818 863 290 275 63 61 12.0 243 
Minima 18.0 37.9 1481 1466 103 651 681 212 209 21 15 0.0 103 
Average 19.5 49.6 1599 1605 178 699 769 248 239 36 32 9.6 170 

19 Maxima 75 19.11 66.9 1711 1757 927 827 863 296 281 56 49 12.0 243 
Minirna 19.0 37.2 1469 1402 748 678 696 215 199 24 19 0.0 103 
Average 20.5 50.7 1608 1618 820 748 776 245 218 35 31 4.7 178 

20 Max加 a 52 20.11 63.1 1785 1787 878 802 882 296 269 52 51 14.0 252 
Min面1a 20.0 39.4 1705 1533 712 651 660 184 187 20 19 0.0 109 
Average 21.3 

5621-。97 1167062 6 
1599 836 715 793 254 239 35 29 4.3 175 

21 Maxima 46 21.11 1681 924 854 878 299 278 57 47 12.0 236 
Minima 21.0 43‘3 1518 1515 763 696 718 218 221 22 21 0.0 103 
Aver温ge 22.5 51骨5 1584 1599 821 760 787 254 212 38 34 5.2 172 

22 Maxima 14 22.11 61.0 1666 1708 851 812 833 296 266 49 45 7.0 212 
M丞z盈na 22.1 40.2 1566 1508 787 742 742 212 199 23 20 2.0 125 
Average 23.3 51.0 1599 1624 757 787 787 245 233 31 27 2.5 

21637 1 
23 民'IaxIIna 13 23.9 59.7 1678 1708 818 848 878 267 260 42 38 5.0 

Minima 23.0 42.1 1533 1548 645 669 669 215 230 20 20 0.0 110 
Average 24.4 54.9 1624 1624 766 802 802 203 248 37 32 6.5 198 

24 Max面1a 12 24.8 62.9 1708 1733 863 924 924 287 272 52 46 10.0 262 
M加註na 24.0 46.9 1548 1569 681 757 757 220 230 31 25 3.0 136 
Average 25.4 54.0 1642 1660 772 799 799 254 184 36 38 0.0 192 

25 Max加国 6 25.10 57.7 1736 1736 821 842 842 272 203 43 31 0.0 230 
Min註na 25.0 51.6 1560 1596 739 769 769 257 227 31 26 0.0 156 
Total 

443 
Average 
喝円四円 、 a旬、r イ・ h a 守重 門 宮 . 1・ 円

担問。f羽1ysicalEducation in tbe Schoo1s of Tokio. Dr. Geor宮eA I.eland “Gym". Captain of Amher世 Classof "74 accepted the position. As one of results of h田 workwe a四
pennitted to publish the accompany担gtables of measurements taken金'Om membe四 ofsome of the Schoo1s組dof the University preparato巧， department by D巴I.el田 d.
主主lework and開 sultsare accomplished by the same methods and means as are employed叫Amhe間企 College. 
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ここでは，リーランドと坪井玄道により1878(明治11)年一1881(明治14)年に収集された日

米男女学生の体格や機能澱定値から，国際比較を行い，その意義について考察していく。日米男

女共に測定は16才から開始されており， 20-25才までの測定値であるが，ここでは16才と20才の

数値よりその概要を比較検討する。

a. 日米男子学生の比較一一アマースト大学，日本，ウィルストン・セミナリー

1800 
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x s 30.o 
20.0 
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0.0 

Height 

1617 18 192021 22232425 
Years. 

Weight 

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 
Years. 

Chest Norm'l 

161718192021 22232425 
Years. 
Right Grip. 

16 17 18 19 20 21 22 23 2425 

Years 

身長は米国は16才の約170cm(アマースト172cm，

ウィ jレストン168咽)から漸増し20才で170cm強(ア

マース卜173cm，ウィルストン170cm)である。日本

は16才の155cmから18才まで急増し，その後一定水

準で、20才で、161cmで、ある。米国と臼本の身長差は16

才で'13-16cm，20才で9-12c却であった。

体重は米国は16才で約50-60kg(アマースト59kg，

ウイルストン52kg)から漸増し， 20才で、60kg強(ア

マースト63kg，ウィルストン61kg)であり，日本は

16才の45勾から19才にかけて増加し， 20才で53匂で

ある。米国と日本の体重差は， 16才で6-14kg， 20 

才で 9-10勾で、あった。

胸囲(王子常αlbicinch )は，米国は16才で80台(ア

マースト86，ウイルストン82)から漸増し20才で90

近くになり(アマースト89，ウィルストン87)，日

本は， 16::tで75，20才で78であった。米閣と日本の

胸囲差は16才で 6-l1cm， 20才で'10-11cmで、あった。

握力右は，米閣は16才で35kg(アマースト，ウィ

ルストン共に35kg)から20才で40kg強(アマースト，

ウィルストン共に42kg)と伸びたが，日本は16才で

36kg， 20才で35kgであった。米国と臼本の握力差は，

M才で同等，20才で7kgの差で日本は劣勢であった。
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握力左は，米盟は16才で'30kg台(アマースト34kg，

ウィルストン30kg)，20才で、40kg近くになった(ア

マースト39kg，ウイルストン38kg)。日本は16才で，

33kg， 20才で31kgであった。米国とB本の握力差は，

16才で同等， 20才で 7-8 kgの差で日本が劣勢で

あった。

肺活量(単位は cubicinch )は，米国は16才の

200前後(アマースト239，ウィルストン183)から

20才で200台(アマースト258，ウィルストン226)

を示したが，日本は16才で153，20才で178となった。

米国と日本の肺活量の差は， 16才で30-86cubic 

inch， 20才で48-80 cubic inchであった。この楚は，

cubic cmに直すと， 16才で、492-1392c.c.， 20才で778

-1312c.c.の差で、ある。

b.白米女子学生の比較ースミス大学，日本，マウン卜・ホリヨーク大学
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身長は，米国は16才で160cm台(ホリヨークが

161cm，スミスが164cm)で20才でも同様である(ホ

リヨーク161cm，スミス162cm)。日本は16才で147c肌

20才で、149cmである。米国と日本の身長差は， 16才

で、13-17cm，20才で'12-13cmで、ある。

体重は，米国は16才で50kg台(ホリヨークが52kg，

スミスが57kg)で20才でもほぼ同様(ホリヨーク

54kg，スミス54kg)である。日本は16才で42kgで、あっ

たが漸増して20才では49kgであった。米国と日本の

体重援は16才で、10-15kgで、あったが， 20才では4-

5 kgとなった。
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Chest No円ザl
胸囲は米国は16才で、80cm近くになり(ホリヨーク

850 76cm，スミス80cm)，20才でほぼ問様であった(ホ
800 

リヨーク77cm，スミス78cm)。自本は16才で、69cmで

高E5775000 あったがその後増加し， 20才で'74cmなった。米国と

650 臼本の胸囲差は， 16才で 7-11cmで， 20才では3-
600 4 cmでその惹は少なくなった。
161718192021 22232425 

Years. 

Right Grip 握力者は，米国は16才で30kg近く(ホリヨーク

35.0 28kg，スミス26kg)，20才でほぼ同様(ホリヨーク
30.0 

30kg，スミス25kg)，日本は16才で'22c湖， 20才で27cm25.0 
~ 20.0 であった。米国と日本の握力差は， 16才で4-6cm 妥15.0
10.0 の劣勢， 20才でほぼ開等であった。
5.0 
。“。
161718192021 22232425 

Years. 

LeftG討p. 握力左は，米留は16才で20kg台(ホリヨーク25kg，

30.0 スミス24kg)，20才でほぼ悶様(ホリヨーク27kg，

25.0 
20.0 

スミス23kg)であり，臼本は16才で'19kg，20才で26kg

であった。米陸と日本の握力差は， 16才で 5-6 kg 
5bt 150 
10.0 の劣勢であったが， 20才では差はなかった。
5.0 
0.0 
1617 18 19 20 21 22232425 

Years. 

Lung Cap'ty. 肺活量(単位は cubicinch )は，米国は16才で

250.0 150-200近く(ホリヨーク155，スミス192)，20才

200.0 で160位(ホリヨーク160，スミス164)であった。
.E 150.0 

臼本は， 16才で124，20才で142であった。米関と臼.a 
8100.0 

本の肺活量の差は，16才で31-68であったが20才で50.0 

0.0 は18-23であった。この差は cubiccmでは16::tで
1617 18 19 2021 22232425 

508-1115c.C.， 20才で、295-377c.c.で、ある。
Years. 

以上，資料に基づいて明治初期における日米の男女学生の主要形態及び機能の発達の概要を比

較したが，先ず主要体格値に大きな差がみられた。特に身長などの長育の惹については思春期発

育の伸びの差の大きいことが指摘されてきた。猪飼は吉田の資料を引舟し20)，r日本人は欧米入
に比し， 8 -12才では4cm以上の差があり， 14才で2.4cm，15才では1.3cmの差となる。そして再

びその差は増大し20才において7.7cmの差を生ずるJとしている。また，古くから身長と共に上体，
上肢の発育差を指摘されてきている。リーランド，坪井玄道による本資料で指緩(Finger Reach ) 

が測定されているが，日米学生(男子)を比較してみると，米国は16才で180cm近く(アマース
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ト178cm，ウィリストン174cm)，20才で同様(アマースト179cm，ウィリストン175cm)であった。

これに対して日本は16才で、158cm，20才で、161αnで、あった。米関と日本の指板差は16才で'16-20cm，

20才で'14-17cmとなり，身長におけるより更に大きな差であった。横堀21)は1960年代までの日

本人の体格の過去と現代を検討する中で，世界各国における身長の増加についての報告から考察

しているが，各国ともにおよそ10年龍に 1cmの増加を示すとしている。

わが国においては1900(明治33)年以来，途中第ニ次世界大戦の1940(昭和15)年から1946(昭

和22)年の年を除いて今日まで継続されて記録され，歴史的に極めて貴重な発宵資料となってい
る21・22)

この資料に本資料，明治初期の1880(明治13)年の資料を加味すると，改めて日本人青年男女

の120年間の発育の概要を把握することができる。

以下，主要体格値についてみるとおよそ次の様である。

先ず，身長について1880(明治13)年は男子20才で160.7cmで、あったが，1996年(平成8)は171.6cm 

となり，発育完成期である20才の成人の身長は120年間で'l1cmの伸び、で、あり， 10年に 1cmの割合

で伸びている。

同様に， 1880 (明治13)年の女子20才は148.9cmで、あったが， 1996 (平成8)年は158.8cmで、そ

の伸びは9.6cmで、あり，男子と向様な伸びを示している。

ついで体重についてみると，男子では1880(明治13)年は20才で52.6kgであったが， 1996 (王子

成8)年は64.5kgで120年間で11.9kg増で、あり， 10年で1kgずつ増えている。

女子では1880(明治13)年は20才で49.0kgであったが， 1996 (平成8)年では， 50.8kgあり，

男子に比較すると女子は少ない推移であった。

胸屈について，男子では1880(明治13)年は20才で77.6cmで、あったが， 1996 (平成8)年は87.9cm

であり， 120年間で10.3cmの伸ひ。であった。同様に女子では1880(明治13)年は20才で74.4cmで、あっ

たが， 1996 (平成8)年では82.3cmで、あり， 120年関で7.9惜の伸びで‘あった。

明治時代以捧，正確な科学的データとしての日本人の身体計測に関する最も古い研究23)は，

1883年と1885年の2回に分けて， ドイツ東亜自然学民族協会誌にベJレツ(Erwin bae!z )によって

報告されたものとされているが，ほぼ同時期(正確には数年早い)に計測されたリーランド，J;f

井両氏の本資料は，時代的推移を把握するための腰史的資料といえよう。

5.おわりに

これまでにリーランドが体操伝習所に着任した後，新たに判明したわが閣における教育活動の

一端を検討した。続いて米国における1885年人体測定が正式採用される契機となったアメリカ体

育振興協会の設立事構を鳴らかにし，その導入過程の一環として提出された人体灘定の資料(1903

年)から日米男女学生の身体的諸特徴を捉えてきた。

今回明らかになった点を要約すれば，凡そ以下の様である。

1)リーランドの滞日書簡による来語後の教育{体膏)活動

アマース卜大学所蔵のリーランド関係書簡によれば，彼が来日後，人体澱定に本格的に着手し

たのは， 1880年の夏(8月)であった。実際この年の3月からわが留において， r活力統計検査j
が開始されているので，これを機会に測定した資料の収集活動を始めたものと考えられる。しか

しながら収集した女子174名の資料は，これらをサンプルとして活用するのに足る十分な標本が
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得られなかったのみならず，申告された年齢についても不明僚な点がが多く十分納得のいく結果

が得られなかったとしている。また職業別の身体測定も実施しているが，職業内容や労働形態の

違いで調査の難しさも同時に経験した。こうした調査や研究に関わる産接の情報は，その慶毎に

本霞アメリカから関連資料を収集し，わが留で進める際の費重なお手本としていたことも明らか

になった。

リーランド招鳴を画策した明治政府は，当初から近代体育導入に対する明確な方針を持たない

まま優柔不断な態震に終始していたことも窺わせていた。

欝簡では最後に，わが国の風俗・習慣に触れ呂本の婚蝦や離婚に関する法律の相違を実際に家

庭内で起こったエピソードを交えて取り上げ，夫婦問の在り戸についてこと細かく報告を行った。

あまりにも本国アメリカと異なる風俗・習慣に大いに戸惑いを感じながらまた一方では強い興味

と関心を抱いていたことも事実であった。

2) 1885年アメリカ体育振興協会の設立と人体測定の採用

今回見つかった「人体測定学Jのパンフレッ卜の記述にも明らかな様に， 1885年アメリカ体育
振興協会の設立を機に，人体測定と多様な体操に関する理念や実践上の問題が繰り返し議論され

た。その結果として人体測定の採用とドイツ体操の系譜が体育界のイニシアチブを採ることが決

定づけられた。

会長に推挙されたアマースト大学ヒッチコックは，会議の席上自らの大学での25年間に及ぶ人

体測定の実証的な統計資料に基づいた体脊の在り方を熱心に唱導した。

1886年ハーバード大学のサージェントは，誤.IJ定に対する一般の関心を深めるねらいで， r測定
と検査の方法Jに関するハンドブックを出版した。彼が考案した澱定表は，すぐさま振興協会に

よって採用され，多くの大学や学校で活用され始めた。この時期すでに，人体測定の主導は，ア

マースト方式(ヒッチコック)からサージェント方式(サージェント)に移行しており，事実上

この分野は彼によってリードされていた。

3)新しく発見された「人体測定J資料(1903年)による毘米男女学生の身体的諸特徴
a. アマースト大学に所蔵されている「比較人体測定学j及び「臼本人の人体制定学jと題する

史料は， 1903年アマースト大学卒業式の捺， 1)ーランド賞の展示品としてプラット体育館に陳

列された資料の一部であった。この内容は，

① 日本関係の資料は，リーランド博士と坪井玄道両氏が官立学校及び諸学校の数多くの男女

学生を対象に測定して得られたものであった。

@ これら大量の資料を保有することは，人体測定学の研究をより一層発展させることに必ず

貢献するものと確かな方針を持っていた。

③ アマースト大学では，同一の手法で日本のデータが入手できたことによって両者の比較・

検討が可能になった。

④ アメリカでの実験校一マウント・ホリヨーク大学，スミス大学，ウィルストン・セミナリー

での実践を紹介した。

⑤ アマースト大学では，過去数年間に遡って身体測定の一覧表を翻却し，この障のデータの

不足を補う努力をなしてきた。

@ 1885年のアメリカ体育振興協会の会議で，これまでの実績がようやく認知され人体測定が
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正式に採用されることに決定した。以上の点について述べたものであった。

最後に測定資料の見方(限界)について触れ，これらのデータの内，身長，体重，胸囲につい

ては，正しい数値を示しているが，その他の項目に関しては，データ不足のために信頼性にかけ

るとした。

b.日米男女学生の主要形態及び機能の発達を比較した結果，主要体格舘に大きな差異がみられ

た。

身長などの長背の差は思春期発育の伸びの差が大きいことが指摘されてきた。また古くから身

長と共に上体，上肢の発育差も指摘されてきているが，本資料においても同様に，指極の項目で

明らかな様に，米国と日本の差は，身長におけるよりも更に大きな差があることが認められた。

各項目の比較の中で，特徴的な点は，唯一日本の女子の(吸気)胸囲が， 22-24才時で大幅に米

留を上罷っている結果が得られたことであった。

これまで見てきた様に，全米の大学及び諸学校で人体測定の採用が決定する凡そ 7年前に，す

でにわが調では，リーランドの誼接の指導を受けてアマースト方式の体操が実施されていたこと

になる。『長い期間にわたり体育を合む教育制捜を調査・研究した結巣，あえてハーバード大学

の制捜を避けて，この重傷り気のない，ささやかなアマースト大学の制度を最も優秀であるとするi

(ボストン・ポスト紙引用)報告を行った文部大輔田中不二麿に卓越した先見の明があったと

わねばならない。

こうして一端臼本に紹介された体育は，身体測定による冨欝比較という新しい意味づけを行っ

た後，いわゆるブーメラン現象を起こし全米における身体測定の制度化を実現させる大きな推進

力となった。

最後にこうしたアマースト方式が実際にわが閣にもたらした意義は，以下の諸点に見い出すこ

とカfできる。

1.わが国の学校生徒に対して行われた最初の試みであった。

リーランド着任後，約一年経た明治12年9月体操伝習所，東京師範学校，東京女子師範学校

生徒(実施せず)の活力検査が行われその結果が発表された。おそらくこの讃査発表は，わが

国の学校生徒に対して行われた最初の試みであった。その後この調査は，体操伝習所及び文部

省直轄学校に対して毎学期行われ文部省に結果が報告されていた。こうした事情は，後年アマー

スト大学創立百周年記念式典に出席した(男爵)神田乃武は，その挨拶の中で， r日本の諸学
校における体育の体系がリーランド樽士によって，初めて導入されたということは，歴史的な

問題でありますJとこの点を強調して述べている。
2. リーランドの実施した体操が科学的実証を伴う科学的体育法でなければならないことを意味

するものであった。

1)ーランドの体換を実際に受けた学生が，体操の効巣に関する手紙に書いている様に，彼等

が体操から受けつつある効果を十分に認識していた。特に体操伝習所の生徒のうち何人かが全

くみごとな発達を示した。 20人のうち 8人は 2ヶ年の終りに上縛の周囲が 1フィート

(30. 48cm)程になった。これは日本人としては全く注目すべきことである。(リーランド手記)

この体操の体系が，日本人のために果たした業績について，神田は(前掲アマースト大学記

念式典)挨拶の続きの中で，rこの体換を実施した結果，臼本人の平均身長は， 2インチ(約5cm) 
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伸び，特に女子が大きな利主主を受けました。jと大いに感謝の念を表わしている。

3. リーランドが年2回演.IJ定を実施して身体発育状態を一覧表に示したが，それが単に日本の教

育者にとってのみではなく，異なる民族を比較研究する上で貴重な資料となった。

ジョン.w.ファーロウは，リーランドの追悼文の中で「彼は，男女閥性について多くの測
定安行いました。それは米国諸学校生徒と比較する上に役にたちました。jと述べた。これは，

1903年版「人体測定学jの史料が十分に例証しているところであった。

19世紀中頃アメリカ東部の一地方大学で考案されたこうした体育法は， r体育指導における
実験・実証に先鞭をつけ，今日の体育科学への道を拓Jく貴重な出発点になったといえるであ

ろう。

1)ーランド帰国後の日米体育交流やわが患における人体測定の浸透過程は，今後の課題とし

たい。

討す記}

本研究に際して，中JlI功哉先生(本学名誉教授，現{山台大学大学院スポーツ科学研究科教授)

に今回見つかった日米男女学生の身体比較資料の分析及び解説をお願いし，またその際に貴重な

資料のご提供を頂いた。こうした幸運に恵まれなければ，本論文の執筆は不可能であった。

大変貴重な時開を割いてご、教示頂いた中川|先生に心からお礼を申し上げる。

主主
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